
◆ 学校教育目標：共に学び，共に輝き，未来を切り拓く「あかいっ子」の育成 ◆ 

        令和５年６月１６日 NO.３     

校長室だより 
◆さくら児童会スローガン：たくましく 笑顔いっぱい あかいっ子◆  

 

 

 

 

 本校は，地域と共にある学校として，地域の皆様のご協力を得て「赤井５（ファイブ）」に代表される特色あ

る教育活動を行っています。 

先日のプール清掃の際には，齋藤俊博様，e おっかあの会，おやじの会の皆様にお手伝いをいただきました。

おかげさまで，子どもたちのやる気に火がつき，思った以上に短時間できれいになりました。本日行った「不審

者対応避難訓練」では，今年度コミュニティスクールの組織として新たに発足した「防災・安全」部会の皆様，

PTA役員の方等に訓練の様子を参観していただき，ご意見をいただきました。校舎や校地の安全についても気付

いた点をお話しいただき，新たな目線でのご意見は大変参考になりました。また，PTAバレーボール大会に向け

た練習でも，力強いプレーや和気あいあいのチームワークは子どもたちのお手本です。 

 矢本二中学区として力を入れている小中連携では，小中合同のあいさつ運動，中総体壮行式の見学（６年生参

加），教員による小中交流会（中学校の授業を参観し，その後「健康づくり」「家庭学習」「読書」「でめこん」の

４つの部会に分かれて話し合う）を実施しました。特に壮行式見学では，中学生の堂々とした態度，部活動ごと

の大きな声での決意表明を見て，あこがれを抱いたようです。６年生の子どもたちにとって，中学校生活をイメ

ージし，それに向かって今何を頑張っていくかを考える貴重な機会になりました。 

地域の皆様と関わり，先輩と関わりその背中を見ることは，あかいっ子が「なりたい自分」を描くことにつな

がります。夢の実現に向けて子どもたちが「めあて」を持ち，挑戦し，やり抜くことができるよう，私たち教職

員も研鑽に励み，支えてまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のテーマ聴き合う   

さくらだいこくん 

 

（国語の時間：グループでの学び合い  左：３年生  右：５年生） （俊斎集会：俊斎先生のクイズ） 

 

俊斎先生の生き方か
ら，夢に向かう力を学ん
でいます。 

（上：小中合同あいさつ運動） 

（上・右：プール清掃） 



 

 

本校では，目指す児童像「あかるく かしこく いきいきと」を実現するため，今年度は「聴き合う」をキー

ワードにして取り組んでいます。「挑む」「やり抜く」「認め合う」「支え合う」を具体の行動として，子どもたち

が自ら考え自ら行動できるように働きかけています。 

６月は，「いじめ」の起こりやすい時期と言われています。本校では，現在深刻ないじめはありませんが，日々

の学校生活の中で小さなトラブルは起きています。そこで，先日の朝会では，「いじめ」について子どもたちに投

げかけ，「認め合う」「支え合う」行動を考えました。 

 

 

 

いじめをなくそう ～聴き合って，相手の気持ちを考えよう～ 

（略）５月，そして６月は，落ち着いて学習に取り組むことができ，勉強や学級としてのまとまりがパ

ワーアップする月です。一方で，「いじめ」が多くみられる月とも言われています。校長先生は，いじめ

のない，みんなが「明日も来たいな」と思える楽しい赤井小学校を目指しています。そこで，今日はみ

なさんに「いじめ」について考えてもらいたいと思います。 

 （教員二人による役割演技。背が高いのをほめる子と，背が高いのを言われるのが嫌な子との会話） 

さて，ここでみなさんに考えてもらいます。これはいじめといえるでしょうか。どうしていじめ，また

はいじめじゃないと考えたのでしょうか。隣や近くの人と２，３人で話し合ってみましょう。 

（略）では答えです。これは，いじめと言えます。なぜなら，「背が高い」と言われることを B さんは

嫌だ，やめてほしいと気持ちを伝えているからです。A さんのように，人の気持ちを考えないで話した

り，行動したりすると，相手に嫌な思いをさせることがあります。自分にとっては小さなことでも，相

手にとっては傷ついたり気になったりしていることがあるのです。相手の身になり，気持ちを考えて行

動することが大切なのですね。 

では，今から校長先生がお話することは，「いじめ」でしょうか。「いじめではない」のでしょうか。

（例を挙げ，挙手をさせました）ほとんどが「いじめ」に手を挙げていましたね。そうです。これらは

すべていじめです。みなさん，考えれば分かりましたね。考えて「いじめだ，だめだ」と分かることで

すから，考えればやらないことができる，いじめを防ぐことができるということです。 

友達と考えを聴き合って,相手の気持ちを考えて，みんなでいじめを生まない学級・学校を作り，笑顔

いっぱいに過ごしていきましょう。 

ヤッくん杯野球大会：優勝，商工会長杯：優勝  赤井ビクトリーの皆さん       

４月からこれまで，たくさんの子どもたちが学校外の活動での頑張りを報告に来て
くれました。いろいろな場で，挑み，やり抜く姿，うれしいですね！ 

 

石巻地区陸上大会 
 
５年 志摩星奈さん 
４年 遠藤花音さん 
６年 菅原陽大さん 
６年 佐藤凛玖さん 
６年 鹿野絆来さん 
 

県大会出場！ 

石巻地区柔道交流大会 
第３位 ３年 日野友輝さん       


